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ガバナー挨拶

　2012年1月17日、アメリカ　サンディエゴの国際協議会の壇上にお
いて、田中作次 RI 会長エレクトは、2012-2013年度の RI テーマを
発表されました。　

ピース・スルー・サービス  −奉仕を通じて平和を−
一見すると平易な言葉でありながら、それが持つ深い意味はさまざまな
解釈を生み出すことでしょう。この単純明快な言葉は、それぞれの国
の歴史、文化、生活習慣に濾過されて全く別々の意味を持ってしまうよ
うなそんな気がしてなりません。
　しかし、RI の有様を考えるならば世界中のロータリークラブ、そして
ロータリアンは共通の認識、共通の大義のもとに考え、行動を起こす
事が必要であり、そうする事によってこの100余年に渡って積み上げら
れてきたロータリー活動の真価が発揮できるのだと思えます。
　しかし、それは私自身の杞憂であることは熟知しています。なぜなら、
ロータリーの歴史をひも解いてみると、どの年度のテーマであれ個々の
ロータリー、ロータリアンが年次テーマを噛み砕き標準化してゆくすばら
しい知恵を持っているからです。本年もこの大義のもとに統一された全
世界的な運動が展開されていくことでしょう。
　私達の所属する第2690地区は数少ないパイロット地区の一つです。
しかも本年度が最終年度になりますので、遺憾なくその成果が発揮され
なければなりません。リーダークラブとしての責任は重いものがあります。
　そんな想いの中で本年度の地区のテーマを「tsu　ku　su」に決
定しました。家庭人として社会人として、そして日本人としてなにが出
来るのかを自らに問う時間を持ってほしいと思います。しかしこれは概念
であって実体のある形を示す為にはさらなる変化が必要です。時代に
先駆けてゆく会、及び会員の在り方はどのようなものかを一丸となって
実践してゆく必要があります。
　本年は会の運営の省力化、簡素化をより鮮明に進め、会運営の合
理化をはかる事、そして最大の目標は全クラブ5％の増強を目指す事で
あります。なにはともあれ“数は力なり”という言葉は真実であり、又
目標たるべき重さを持つフレーズであります。
　私達はもっともっと力を持つべきです。かつて中国文学の父と言われ
た魯迅の“故郷”という小説の一節に次のような言葉がでてきます。
　　思うにもともと希望とはあるといえばあるし、ないといえばない。
　　それは地上の道のようなものである。
　　もともと地上には道はない、
　　多くの人が歩けばそれが道になるのだ。
より多くの人がロータリーを信じ、ロータリアンとしての正しい行動を行う
なら、あるいは人としての王道を歩むという事になるでしょう。それはは
からずも希望に満ちた明日を生み出すもっとも近い道ではないでしょうか。

ガバナープロフィール

国際ロータリー第2690地区

ガバナー　森
もり

田
た

 昭
しょう

一
いち

郎
ろう

（倉敷 RC）

職業分類　日本酒製造
事 業 所　〒710－0054 
　　　　　岡山県倉敷市本町8番8号 
　　　　　森田酒造株式会社 

【略　　　歴】
1964年　慶応義塾大学商学部　卒業 
1966年　国税庁滝ノ川醸造試験場　卒業
1967年　森田酒造場　入社
1989年　有限会社平翠軒　設立 
1990年　森田酒造株式会社　代表取締役 
1993年　破 流゙知庵（バルチアン）くらしき　設立

【公　　　職】
岡山県ものづくりアドバイザー
水辺のユニオン会長
継ぐプロジェクト委員長
元倉敷商工会議所副会頭

【ロータリー歴】
1982年9月　倉敷ロータリークラブ入会 
2002年-2003年　第53代会長
2011年-2012年　第2690地区ガバナー・エレクト
        　  　　大口寄付者 
        　  　　ベネファクター（1回） 
        　  　　米山功労者マルチプル（3回）

ガバナー就任にあたって
　　　　　ガバナー　森田 昭一郎
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　ガバナー補佐は、ガバナーの支援体制強化をめざし、
2001-2002年度から11グループ各1名の11名体制と
なっています。
　今期のガバナー補佐は、右表のみなさま方です。
　以下、ガバナー補佐の抱負を寄せていただきました。
今期のご活躍をお祈りします。

ガバナー補佐挨拶
グループ 氏　　名 所属クラブ

１ 小　林　健　治 倉 吉 Ｒ Ｃ
２ 杉　原　弘一郎 米 子 東 Ｒ Ｃ
３ 和　田　史　朗 松江しんじ湖ＲＣ
４ 西　尾　　　崇 大 社 Ｒ Ｃ
５ 谷　本　隆　臣 大 田 Ｒ Ｃ
６ 小鍜冶　元　慎 総 社 Ｒ Ｃ
７ 香　川　俊　一 倉敷瀬戸内ＲＣ
８ 安　東　達　雄 美 作 Ｒ Ｃ
９ 滝　澤　輝　治 岡 山 Ｒ Ｃ
10 河　田　隆　介 岡 山 中 央 Ｒ Ｃ
11 村　山　洋　二 岡 山 西 Ｒ Ｃ

第３グループ

和
わ

田
だ

史
し

朗
ろう

（松江しんじ湖 RC）

　新聞で、ウガンダの“音のない戦争”として、
エイズ禍が深刻化した地域としられている村に
生きる子供たちの記事を読む。“貧困はエイズ
に勝てない”そこでは５人に１人が遺児か、困
窮状態にあるといわれている。しかし、写真に
みる子供達のはじけるような笑顔はどうだ。彼
らの瞳の輝きは希望と生きる意志の強さに満
ちているように思える。10年後、20年後に失

われることの無いよう願うばかりだ。ロータリー
活動を通じて、益々世界は一つ、我らはすべ
て地球人なのだと確信するようになった。頑張
らねば。

第１グループ

小
こ

林
ばやし

健
けん

治
じ

（倉吉 RC）

　第1グループのガバナー補佐を拝命致しまし
た小林健治（倉吉 RC）でございます。R 財
団「未来の夢計画」の「新地区補助金」の
仕事もさせていただいております。ガバナー補
佐として、3年目を迎えた新地区補助金委員会
のメンバーとして、両方のお役目がうまく務ま
るか心配をしております。森田ガバナーのご指
導のもと、「公共イメージと認知度の向上」を

させるために、「ロータリーカード」を片手に「地
区でよいこと」をして、「キラリ☆一番星のロー
タリー」を目指そうではありませんか。ご協力
をよろしくお願い致します。

第２グループ

杉
すぎ

原
はら

弘
こう

一
いち

郎
ろう

（米子東 RC）

　第２グループガバナー補佐を仰せつかりまし
た。米子東ロータリークラブの杉原弘一郎で
ございます。
　本年度は国際ロータリー会長に、日本から
田中作次氏が選任され2690地区ガバナーに
森田昭一郎氏が就任されました。
　この記念すべき年に当たり「tsu　ku　su
−家庭人として 社会人として 日本人として
−」のスローガンのもと、心して１年間を励み
たいと考えています。
　ロータリーに在籍する事だけで、社会奉仕

に少しは貢献できますが、それ以上に、もっと
良い事をしようよ、もっと良い社会を作ろうよ、
もっと良い汗を流そうよ、とガバナーの意思を
尊重して、良いロータリー活動を行うと同時に、
会員を増強する事が、社会奉仕、職業奉仕、
国際奉仕に繋がるものと思います。
　この１年、森田ガバナーの方針を理解し、第
２グループとのパイプ役を務めさせて頂きます。
　各クラブの皆様のご協力、ご指導を宜しくお
願い申し上げます。
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第４グループ

西
にし

尾
お

　 崇
たかし

（大社 RC）

　森田ガバナーは、地区スローガンとして 
「tsu　ku　su」を掲げられ、そして今年度
の最重点目標を会員増強、目標５%とされまし
た。地区と各クラブとのパイプ役が自分に課
せられた最も大きな役目と思っていますが、あ
らゆるロータリー活動が増強に通じるということ
を肝に銘じながら自分なりに頑張っていきたい
と思います。今年度に入るとすぐにいろいろの

行事が待ち受けていますし、２月の IM では、
大社 RC がホストクラブとなっています。この１
年間、皆様方のご指導ご協力の程、何卒よろ
しくお願い致します。

第６グループ

小
こ

鍜
か

冶
じ

元
げん

慎
しん

（総社 RC）

　この度、第6グループのガバナー補佐を務
めさせていただく事になりました。承認後、会
を重ねるごとにこの役割の重大な責務を痛感
し、自らの非力に改めて不安を感じております。
しかし、この機会を良きチャンスと、大切に責
務に務めてまいります。
　大切な事は、森田ガバナーの「ロータリー
の公共イメージと認知度の向上」を目指し、
省力化を進めその力を倍増すべく新しいチャレ
ンジとしてアワードの創設等、この熱き想いを
グループ内会員各位と共に共鳴理解を深め、

より良き実現に繋げてまいるべく力を注ぎ頑
張って行く所存でございます。
　ロータリーはクラブが基本であり、一人ひと
りの活動が基本であることを認識し実践するこ
とがロータリアンであること、歴代会長また先
駆リーダーの方々が提唱されている如く、実践
できる事が理想であろう事を目指し努力してま
いりたいと思います。
　しかし、何にもまして皆々様のご協力とご指
導ご鞭撻が一番の力でございます。どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

第５グループ

谷
たに

本
もと

隆
たか

臣
おみ

（大田 RC）

　本年度、思いがけず第５グループガバナー
補佐をおおせつかることになり、昨年より補佐
勉強会に出席し、ことの重大さを改めて認識し
ております。
　この上は、第５グループ会長、幹事並びに
会員の皆様の友情を頼りに務めてまいりたいと
思っております。
　第５グループは、東西に１００Ｋｍ片道２時間
の距離があり、綿密な親睦をはかるのは困難
なところもありますが、ＩＭ及び地区大会等で
は良い親睦がはかられると認識しております。
　本年度、田中作次ＲＩ会長は、「奉仕を通じ
て平和を」をテーマとして掲げられました。

　このテーマは田中作次会長のお人柄が表れ
たテーマだと伺っております。又、森田ガバナー
の地区テーマ「ｔｓｕ　ｋｕ　ｓｕ」は、ロータリー
の原点だと認識しております。
　特に、今年度はガバナー月信の電子化をす
ることにより、「キラリ☆一番星アワード」とい
う顕彰事業を企画されました。これは、その
地域のボランティア団体を再認識し、共に奉
仕活動につなげたい思いです。
　尚、２０１４-２０１５年度のガバナーを第５グ
ループより輩出する予定ですので、今後とも皆
様方のご支援、ご協力を賜りますよう、合わせ
まして宜しくお願い申し上げます。

第７グループ

香
か

川
がわ

俊
しゅん

一
いち

（倉敷瀬戸内 RC）

　この度、図らずも第７グループのガバナー補
佐を務めさせていただくこととなりました。ただ
26年間何もせず、だらだらと過ごしたロータリー
生活の、浅学非才の身ですが、皆様のご指導
ご協力をよろしくお願い致します。
　来期は30年ぶりの日本人、田中作次 RI 会
長の2012年-2013年度テーマ「奉仕を通じ
て平和を」のもと、各クラブとガバナーとのパ

イプ役として、特に森田ガバナーの推進される
IT 化、公共イメージ向上アワードの事業に微
力ながら努力して行きたいと思っています。

ガバナー補佐挨拶
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第８グループ

安
あん

東
どう

達
たつ

雄
お

（美作 RC）

　今年度　第８グループのガバナー補佐を拝
命いたしました。
　「ガバナー補佐の主な役割は担当するクラブ
が効果的に運営されるよう支援することによっ
て、ガバナーを補佐すること」とガバナー補
佐要覧に記されております。
　国際ロータリー会長のメッセージと森田ガバ
ナーの RI 戦略計画「３つの優先項目」をそ

つが無く達成できるよう少しでもお手伝いでき
れば幸いだと思っております。
　今日まで決して優秀なロータリアンではありま
せんが、この重責を誠心誠意全うする心積もり
でございます。
　是非皆様方のご支援とご協力を賜りますよう
宜しくお願いいたします。

第10グループ

河
かわ

田
だ

隆
りゅう

介
すけ

（岡山中央 RC）

　このたび、ガバナー補佐の大役をあたえられ
ましたが、日を追うごとに責任の重さが、痛感
されます。はたして自分にこのような大役がこ
なせるのかどうか、と不安に思っておりますが、
お受けしたからには森田ガバナーの意に添うよ
うにできる限りの力を尽くしていきたいと思って
おります。私し事でありますが、私は茶道をやっ
ておりまして、寝ても覚めても茶の湯のことを

考えている茶の湯ボケであります。ことあるご
とについつい茶道の話をしてしまいます。あら
かじめ申し上げておきますので、どうぞお許し
下さるようお願い申し上げます。何かと行き届
かぬこととは存じますがみなさまのご助力よろし
くお願い申し上げます。

第９グループ

滝
たき

澤
さわ

輝
てる

治
はる

（岡山 RC）

　赤磐、備前、岡山東、岡山北西、岡山後
楽園、岡山の6クラブを担当する、第9グルー
プのガバナー補佐を務めさせて頂きます。
　ガバナー補佐の役割は、ガバナーの方針を
各クラブに伝え、各クラブの活動を手助けし、
各クラブの状況をガバナーに報告し、以って、
地区のロータリー活動の活性化に寄与すること
にあると考えます。
　本年度、森田ガバナーは、「省力化、簡素化、
公共イメージと認知度の向上」を基本方針と
し、｢ ガバナー月信の完全電子化 ｣ や「公共

イメージ向上アワード創設による会員増強」な
どに重点的に取り組む方針を示されています。
　新しい取り組みにチャレンジする森田ガバ
ナーの方針を各クラブに伝え、各クラブが活
発に活動できるように、微力ながら努めたいと
思います。
　また、各 RC でのクラブ協議会や「会員増
強」をテーマとした岡山市内での IM などで、
関係者の方々に大変お世話になります。第9グ
ループ6クラブの会員の皆様のご支援・ご協力
のほど、よろしくお願い申しあげます。

第11グループ

村
むら

山
やま

洋
よう

二
じ

（岡山西 RC）

　森田昭一郎ガバナーは、国際ロータリー
の テ ー マ『Peace Through Service』
の Peace を平穏の意と解し、 地区テーマ 
『tsu　ku　su』を創出された。
　最近、『尽くす』は遊び心を誘う意味合い
の用法が目立つ：『大豆を尽くす』（NHK 趣
味の工房）とか『人生を味わい尽くす』（経
沢香保子著）などである。一方、中国の政治

目標『人民のために尽くす』のように重い用
語もある。これらの『尽くす』をわき目に見な
がら文学的色彩に満ちた『tsu　ku　su』を
創出されたことに敬意を覚える。森田ガバナー
のこの気概・意識をしっかり補佐したい。

ガバナー補佐挨拶
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2012-2013年度
国際ロータリー役員及び第2690地区委員会組織図

地区諮問委員会
岡 山 南
鳥　　取
出 雲 南
児　　島
倉　　敷
浜　　田
津　　山
岡 山 南
総　　社
岡 山 東
松 江 東
岡山西南
倉　　吉
津　　山

地区指名委員会
倉　　吉
岡 山 南
鳥　　取
出 雲 南
児　　島
倉　　敷
浜　　田
津　　山
岡 山 南
総　　社
岡 山 東
松 江 東
岡山西南
津　　山

元国際ロータリー理事
公益財団法人ロータリー日本財団　副理事長

渡辺　好政 児　島

国際ロータリー会長

田中　作次 八　潮

地区
Gノミニー

地区
Gエレクト

森
本　

信
一

森
田
昭
一
郎

津　
　

山

倉　
　

敷

　

地区
ガバナー

ガバナー補佐
クラブ名

小林　健治（倉吉RC）

G

G
1
第

G
2
第

G
3
第

G
4
第

G
5
第

G
6
第

G
7
第

G
8
第

G
9
第

第
10
G

第
11
G

智頭　　　　倉吉
倉吉中央　　倉吉東
鳥取　　　　鳥取中央
鳥取北　　　鳥取西
杉原弘一郎（米子東RC）
境港　 米子　 米子中央
米子東　　米子南
和田　史朗（松江しんじ湖RC）
松江　  松江東　 松江南

　松江しんじ湖　
西尾　　崇（大社RC）
平田　 出雲　 出雲中央
出雲南　　大社
谷本　隆臣（大田RC）
江津　　浜田　　益田
益田西　　大田
小鍜冶　元慎（総社RC）
井原　　　　笠岡
笠岡東　　　新見
総社　　　　総社吉備路
高梁　　　　玉島
香川　俊一（倉敷瀬戸内RC）
児島　　　　児島東
倉敷　　　　倉敷中央
倉敷東　　　倉敷南
倉敷水島　　倉敷瀬戸内
安東　達雄（美作RC）
真庭　　美作　　津山
津山中央　　津山西
滝澤　輝治（岡山RC）
赤磐　　　　備前
岡山　　　　岡山東
岡山北西　　岡山後楽園
河田　隆介（岡山中央RC）
岡山旭川　　岡山中央
岡山北　　　岡山南
玉野　　　　牛窓
村山　洋二（岡山西RC）
岡山備南　　岡山城
岡山岡南　　岡山丸の内
岡山西　　　岡山西南
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地区幹事 財団担当
地区幹事

地区チーム
研修セミナー

PETS 地区
協議会

地区大会
実行委員会

地区
会計

◎

出版委員会・
ホームページ管理

ロータリーの友
地区代表委員

地区資金 
委員会

職業奉仕
委員会

社会奉仕
委員会

会員増強・
職業分類委員会

雑誌・広報
委員会

◎ ◎ ◎

クラブ奉仕担当地区幹事
鴨井　恒夫 倉　　敷

職業奉仕担当地区幹事
櫛田　修平 倉　　敷

社会奉仕担当地区幹事
豊島　健二 倉　　敷
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◎伊藤　文利
中島　　保
村江　正名
山本　茂生
渡辺　好政
橋本　　譲
松田　直藏
森　　嵩正
延原　　正
森下　和郎
鳥居　　滋
葛尾　信弘
小林　完治
森本　信一

中島　　保
村江　正名
山本　茂生
渡辺　好政
橋本　　譲
松田　直藏
森　　嵩生
延原　　正
森下　和郎
鳥居　　滋
葛尾　信弘
小林　完治
伊藤　文利
森本　信一

戦略計画委員会
児　　島
倉　　敷
岡 山 南
岡 山 東
松 江 東
岡山西南
倉　　吉
倉　　敷

渡辺　好政
橋本　　譲
延原　　正
鳥居　　滋
葛尾　信弘
小林　完治
伊藤　文利
森田昭一郎

企画委員会
岡 山 南
岡 山 東
松 江 東
岡山西南

延原　　正
鳥居　　滋
葛尾　信弘
小林　完治

国際ロータリー理事

松宮　　剛
（2012-2014年度）

茅ヶ崎湘南

End Polio Now　コーディネーター
恒久基金日本委員会委員（第3ゾーン担当）

延原　　正 岡山南

ロータリー・カード・コーディネーター
（第 3ゾーン担当）

岡山西南

地区R財団
監査委員

国際大会
推進委員長

　

山
岡

南

ロータリーカード
推進委員会

◎

田
貴

　
　

茂

地区危機管理
委員会

選　

考会
員
委

会
員
委
彰
表
区
地

賞
長
会
I
R

地区ロータリー財団
運営委員会

IA（インターアクト）
委員会

新世代奉仕担当地区幹事
岡本　研作 倉　　敷

国際奉仕担当地区幹事
長谷川　修 倉　　敷

○◎

小林　完治

地区ロータリー
財団委員会

　　
◎○

地区
研修リーダー
　

地区拡大・会員
増強委員会
　　　 　

※（注1）

理事 評議員

職業研修チーム
小委員会

財団学友
小委員会

新地区補助金
小委員会

資金推進（ファンド・
レイジング）小委員会

ポリオ・プラス
小委員会

○◎ ○◎

○◎

青少年交換
委員会

国際奉仕
委員会

○◎

新世代奉仕
委員会

○◎○◎

世界社会奉仕
委員会

○◎

米山記念奨学会
委員会

○◎○◎ ○◎ ○◎

◎…委員長
○…副委員長

※（注1）
公益財団法人ロータリー
米山記念奨学会

地区歴代ガバナー

（☆印は名誉会員　＊印は故人）

1958
1959
1960
1961
1962
1963
1964
1965
1966
1967
1968
1969
1970
1971
1972
1973
1974
1975
1976
1977
1978
1979
1980
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
1987
1988
1989
1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010

RA（ローターアクト）
委員会

＊久保田　豊（ 長　崎 ）
＊林　　為亮（ 徳　島 ）
＊米原　　穰（ 鳥　取 ）
＊空地　純一（ 姫　路 ）
＊三宅徳三郎（ 高　松 ）
＊越　　達三（ 尼　崎 ）
＊正岡　　旭（ 広　島 ）
＊竹原　二郎（ 山　口 ）
＊古瀬　　庸（ 松　江 ）
＊服部　克己（ 岡　山 ）
＊坂口平兵衛（ 米　子 ）
＊笠　潤一郎（　 呉 　）
＊西尾　栄治（ 下　関 ）
＊遠藤嘉右衛門（ 出　雲 ）
＊石田　辰巳（ 岡山南 ）
　松本　卓臣（ 福　山 ）
＊高取　利雄（ 徳　山 ）
＊小合　康長（ 岡山西 ）
＊和田　　直（ 広島南 ）
＊小川　貞寿（ 倉　吉 ）
＊川上儀三郎（ 松江南 ）
＊西下　止夫（ 津　山 ）
＊藤間　忠顕（ 鳥取北 ）
＊西下　止夫（ 津　山 ）
＊酒井　　壽（ 笠　岡 ）
＊岡本　敏朗（ 岡　山 ）
＊櫨山　富介（ 浜　田 ）
＊高島　義顕（ 米　子 ）
＊守屋　　清（ 倉　敷 ）
　中島　　保（ 岡山南 ）
＊松崎　定夫（ 松　江 ）
　村江　正名（ 鳥　取 ）
＊佐藤　　博（ 倉敷南 ）
＊岡本　貴夫（ 岡山東 ）
　山本　茂生（ 出雲南 ）
＊谷口　　薫（ 鳥取北 ）
　渡辺　好政（ 児　島 ）
☆髙知　床志（ 岡山北 ）

☆田村　健治（ 米　子 ）
＊橋田　　勤（ 松江南 ）

　橋本　　譲（ 倉　敷 ）
＊大藤　　眞（ 岡　山 ）
　松田　直藏（ 浜　田 ）
＊藤原　章夫（ 岡山西 ）
＊米原　正博（ 鳥　取 ）
＊武田　鐵也（ 倉敷南 ）
　森　　嵩正（ 津　山 ）
☆原　　久義（ 出　雲 ）
　　原　　正（ 岡山南 ）
＊新宮　彦助（ 米子東 ）
　森下　和郎（ 総　社 ）
　鳥居　　滋（ 岡山東 ）
　葛尾　信弘（ 松江東 ）

2011　伊藤　文利（ 倉　吉 ）
　小林　完治（ 岡山西南 ）
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地区世界社会
奉仕委員会

SC

C：議長
SC：副議長

C

隠岐西郷
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地区諮問委員会
岡 山 南
鳥　　取
出 雲 南
児　　島
倉　　敷
浜　　田
津　　山
岡 山 南
総　　社
岡 山 東
松 江 東
岡山西南
倉　　吉
津　　山

地区指名委員会
倉　　吉
岡 山 南
鳥　　取
出 雲 南
児　　島
倉　　敷
浜　　田
津　　山
岡 山 南
総　　社
岡 山 東
松 江 東
岡山西南
津　　山

元国際ロータリー理事
公益財団法人ロータリー日本財団　副理事長

渡辺　好政 児　島

国際ロータリー会長

田中　作次 八　潮

地区
Gノミニー

地区
Gエレクト

森
本　

信
一

森
田
昭
一
郎

津　
　

山

倉　
　

敷

　

地区
ガバナー

ガバナー補佐
クラブ名

小林　健治（倉吉RC）

G

G
1
第

G
2
第

G
3
第

G
4
第

G
5
第

G
6
第

G
7
第

G
8
第

G
9
第

第
10
G

第
11
G

智頭　　　　倉吉
倉吉中央　　倉吉東
鳥取　　　　鳥取中央
鳥取北　　　鳥取西
杉原弘一郎（米子東RC）
境港　 米子　 米子中央
米子東　　米子南
和田　史朗（松江しんじ湖RC）
松江　  松江東　 松江南

　松江しんじ湖　
西尾　　崇（大社RC）
平田　 出雲　 出雲中央
出雲南　　大社
谷本　隆臣（大田RC）
江津　　浜田　　益田
益田西　　大田
小鍜冶　元慎（総社RC）
井原　　　　笠岡
笠岡東　　　新見
総社　　　　総社吉備路
高梁　　　　玉島
香川　俊一（倉敷瀬戸内RC）
児島　　　　児島東
倉敷　　　　倉敷中央
倉敷東　　　倉敷南
倉敷水島　　倉敷瀬戸内
安東　達雄（美作RC）
真庭　　美作　　津山
津山中央　　津山西
滝澤　輝治（岡山RC）
赤磐　　　　備前
岡山　　　　岡山東
岡山北西　　岡山後楽園
河田　隆介（岡山中央RC）
岡山旭川　　岡山中央
岡山北　　　岡山南
玉野　　　　牛窓
村山　洋二（岡山西RC）
岡山備南　　岡山城
岡山岡南　　岡山丸の内
岡山西　　　岡山西南

○○◎

ブ
ラ
ク
ト
ス
ホ

副

事
幹
表
代

副

事
幹
表
代

副

事
幹
表
代

副

事
幹
表
代

事
幹
表
代

地区幹事 財団担当
地区幹事

地区チーム
研修セミナー

PETS 地区
協議会

地区大会
実行委員会

地区
会計

◎

出版委員会・
ホームページ管理

ロータリーの友
地区代表委員

地区資金 
委員会

職業奉仕
委員会

社会奉仕
委員会

会員増強・
職業分類委員会

雑誌・広報
委員会

◎ ◎ ◎

クラブ奉仕担当地区幹事
鴨井　恒夫 倉　　敷

職業奉仕担当地区幹事
櫛田　修平 倉　　敷

社会奉仕担当地区幹事
豊島　健二 倉　　敷

　
○◎

　
　

　
　

　　　　　
○◎

　　　　　　
○◎ ○◎ ○◎

藤
井　

正
人

桑
村　
　

琢

鴨
井　

尚
志

鴨
井　

恒
夫

大
久
保
憲
作

坂
本　

万
明

虫
明　
　

優

三
宅　

正
記

丹
波　

伸
夫

藤
木　

敏
嗣

土
倉　

修
治

松
本　

光
雄

岡
本　

研
作

堀　
　

裕
文

浅
野　

泰
司

中
村　

公
彦

秋
山　

進
彦

内
田
耕
太
郎

井
上　

峰
一

松
本　

光
雄

鴨
井　

恒
夫

中
村　

公
彦

土
倉　

修
治

大
久
保
憲
作

丹
波　

伸
夫

岡
本　

研
作

秋
山　

進
彦

浅
野　

泰
司

豊
島　

健
二

小
林　

清
彦

松
本　

光
雄

藤
木　

敏
嗣

鴨
井　

尚
志

塩
飽　

和
志

加
戸　

義
和

虫
明　
　

優

○○○○◎

△△ △△△△△

◎伊藤　文利
中島　　保
村江　正名
山本　茂生
渡辺　好政
橋本　　譲
松田　直藏
森　　嵩正
延原　　正
森下　和郎
鳥居　　滋
葛尾　信弘
小林　完治
森本　信一

中島　　保
村江　正名
山本　茂生
渡辺　好政
橋本　　譲
松田　直藏
森　　嵩生
延原　　正
森下　和郎
鳥居　　滋
葛尾　信弘
小林　完治
伊藤　文利
森本　信一

戦略計画委員会
児　　島
倉　　敷
岡 山 南
岡 山 東
松 江 東
岡山西南
倉　　吉
倉　　敷

渡辺　好政
橋本　　譲
延原　　正
鳥居　　滋
葛尾　信弘
小林　完治
伊藤　文利
森田昭一郎

企画委員会
岡 山 南
岡 山 東
松 江 東
岡山西南

延原　　正
鳥居　　滋
葛尾　信弘
小林　完治

国際ロータリー理事

松宮　　剛
（2012-2014年度）

茅ヶ崎湘南

End Polio Now　コーディネーター
恒久基金日本委員会委員（第3ゾーン担当）

延原　　正 岡山南

ロータリー・カード・コーディネーター
（第 3ゾーン担当）

岡山西南

地区R財団
監査委員

国際大会
推進委員長

　

山
岡

南

ロータリーカード
推進委員会

◎

田
貴

　
　

茂

地区危機管理
委員会

選　

考会
員
委

会
員
委
彰
表
区
地

賞
長
会
I
R

地区ロータリー財団
運営委員会

IA（インターアクト）
委員会

新世代奉仕担当地区幹事
岡本　研作 倉　　敷

国際奉仕担当地区幹事
長谷川　修 倉　　敷

○◎

小林　完治

地区ロータリー
財団委員会

　　
◎○

地区
研修リーダー
　

地区拡大・会員
増強委員会
　　　 　

※（注1）

理事 評議員

職業研修チーム
小委員会

財団学友
小委員会

新地区補助金
小委員会

資金推進（ファンド・
レイジング）小委員会

ポリオ・プラス
小委員会

○◎ ○◎

○◎

青少年交換
委員会

国際奉仕
委員会

○◎

新世代奉仕
委員会

○◎○◎

世界社会奉仕
委員会

○◎

米山記念奨学会
委員会

○◎○◎ ○◎ ○◎

◎…委員長
○…副委員長

※（注1）
公益財団法人ロータリー
米山記念奨学会

地区歴代ガバナー

（☆印は名誉会員　＊印は故人）

1958
1959
1960
1961
1962
1963
1964
1965
1966
1967
1968
1969
1970
1971
1972
1973
1974
1975
1976
1977
1978
1979
1980
1980
1981
1982
1983
1984
1985
1986
1987
1988
1989
1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010

RA（ローターアクト）
委員会

＊久保田　豊（ 長　崎 ）
＊林　　為亮（ 徳　島 ）
＊米原　　穰（ 鳥　取 ）
＊空地　純一（ 姫　路 ）
＊三宅徳三郎（ 高　松 ）
＊越　　達三（ 尼　崎 ）
＊正岡　　旭（ 広　島 ）
＊竹原　二郎（ 山　口 ）
＊古瀬　　庸（ 松　江 ）
＊服部　克己（ 岡　山 ）
＊坂口平兵衛（ 米　子 ）
＊笠　潤一郎（　 呉 　）
＊西尾　栄治（ 下　関 ）
＊遠藤嘉右衛門（ 出　雲 ）
＊石田　辰巳（ 岡山南 ）
　松本　卓臣（ 福　山 ）
＊高取　利雄（ 徳　山 ）
＊小合　康長（ 岡山西 ）
＊和田　　直（ 広島南 ）
＊小川　貞寿（ 倉　吉 ）
＊川上儀三郎（ 松江南 ）
＊西下　止夫（ 津　山 ）
＊藤間　忠顕（ 鳥取北 ）
＊西下　止夫（ 津　山 ）
＊酒井　　壽（ 笠　岡 ）
＊岡本　敏朗（ 岡　山 ）
＊櫨山　富介（ 浜　田 ）
＊高島　義顕（ 米　子 ）
＊守屋　　清（ 倉　敷 ）
　中島　　保（ 岡山南 ）
＊松崎　定夫（ 松　江 ）
　村江　正名（ 鳥　取 ）
＊佐藤　　博（ 倉敷南 ）
＊岡本　貴夫（ 岡山東 ）
　山本　茂生（ 出雲南 ）
＊谷口　　薫（ 鳥取北 ）
　渡辺　好政（ 児　島 ）
☆髙知　床志（ 岡山北 ）

☆田村　健治（ 米　子 ）
＊橋田　　勤（ 松江南 ）

　橋本　　譲（ 倉　敷 ）
＊大藤　　眞（ 岡　山 ）
　松田　直藏（ 浜　田 ）
＊藤原　章夫（ 岡山西 ）
＊米原　正博（ 鳥　取 ）
＊武田　鐵也（ 倉敷南 ）
　森　　嵩正（ 津　山 ）
☆原　　久義（ 出　雲 ）
　　原　　正（ 岡山南 ）
＊新宮　彦助（ 米子東 ）
　森下　和郎（ 総　社 ）
　鳥居　　滋（ 岡山東 ）
　葛尾　信弘（ 松江東 ）

2011　伊藤　文利（ 倉　吉 ）
　小林　完治（ 岡山西南 ）

　　
◎◎

　　
◎

◎ ◎◎◎

倉　
　

敷

倉　
　

敷

松
下　

典
裕

佐
々
木
浩
史

延
原　
　

正

岡
山
西
南

岡
山
城

岡
山
南

森
山　
　

勝

谷
口　

譲
二

小
林　

完
治

鳥
居　
　

滋

出
雲
中
央

鳥　
　

取

岡
山
西
南

岡
山
東

橋
本　
　

譲

倉　
　

敷

森
本　

信
一

伊
藤　

文
利

津　
　

山

倉　
　

吉

小
林　

健
治

保
田　

久
雄

星
島
和
一
郎

延
原　
　

正

倉　
　

吉

津　
　

山

倉　
　

敷

岡
山
南

伊
藤　

文
利

森　
　

嵩
正

倉　
　

吉

津　
　

山

伊
藤　

文
利

葛
尾　

信
弘

延
原　
　

正

倉　
　

吉

松
江
東

岡
山
南

○
杉
原
弘
一
郎

◎
香
川　

俊
一

米
子
東

倉
敷
瀬
戸
内

井
上　

隆
夫

池
田　

光
司

北
山　
　

肇

見
垣　

伸
行　

原　
　

浩
之

大
橋　

紀
寛

江
原　

達
也

坂
本　

万
明

倉　
　

敷

アワード
委員会

坂
本　

万
明

ガ
バ
ナ
ー
補
佐倉　

　

敷

公共イメージ
向上委員会

井
上　

峰
一

森
本　

信
一

森
田
昭
一
郎

倉　
　

敷

津　
　

山

倉　
　

敷

吉
田　

篤
司

和
氣　

伸
吉

松
原　

啓
介

土
井
豆
勝
磨

門
永　

武
志

池
田　

篤
正

丹
波　

伸
夫

岡
山
旭
川

岡
山
東

真　
　

庭

出
雲
南

境　
　

港

津　
　

山

倉　
　

敷

柳
生　

篤
成

安
田　

和
平

清
田　

寂
順

櫛
田　

修
平

笠　
　

岡

松
江
し
ん
じ
湖

津　
　

山

倉　
　

敷

三
村　

元
博

小
林　

健
治

神
﨑　

信
輔

中
村　

公
彦

岡
山
西
南

倉　
　

吉

津　
　

山

倉　
　

敷

矢
吹　

史
郎

大
饗　
　

守

横
山　

秀
樹

勝
山　
　

敏

加
戸　

義
和

岡
山
城

備　
　

前

鳥
取
中
央

津　
　

山

倉　
　

敷

山
下　

龍
子

明
石　

博
道

山
代　

裕
始

額
田　

雅
之

藤
原　

威
信

岡
山
中
央

児
島
東

出
雲
中
央

津　
　

山

倉　
　

敷

柴
倉　
　

清

右
田　
　

明

保
田　

久
雄

星
島
和
一
郎

高　
　

梁

益　
　

田

津　
　

山

倉　
　

敷

谷
本　
　

章

廣
瀬　

成
史

辻　
　

謙
次

西
田　

良
平

治
郎
丸
清
志

原　
　

武
治

岡
山
北

倉
敷
東

松　
　

江

鳥　
　

取

津　
　

山

倉　
　

敷

倉　
　

敷

倉　
　

敷

倉　
　

敷

倉　
　

敷

倉　
　

敷

倉　
　

敷

（
キ
ラ
リ
☆
一
番
星
ア
ワ
ー
ド
）

豊
田　
　

勲

須
江　

英
典

虫
明　
　

優

森
本　

研
治

一
村　
　

稔

和
氣　

一
雄

波
多
野　

諭

山
本　

潤
一

松
田　

欣
也

桑
村　
　

琢

三
宅　

一
昌

深
井　

豊
久

三
宅　

勝
二

柴
田　

卓
志

大
多
和
聡
宏

前
田　

壽
美

田
中　

勝
子

木
谷　

臣
往

倉　
　

吉

津　
　

山

倉　
　

敷

渡
辺　
　

豊

中
島　

範
久

大
石　

和
弘

服
島　

龍
男

長
谷
川
隆
嗣

三
宅　

典
一

岡
山
西

岡　
　

山

浜　
　

田

米　
　

子

津　
　

山

倉
敷
南

神
﨑　

信
輔

中
村　

公
彦

小
林　

健
治

三
村　

元
博

脇　
　

利
幸

井
上　

峰
一

森
本　

信
一

森
田
昭
一
郎

伊
藤　

文
利

小
林　

完
治

葛
尾　

信
弘

延
原　
　

正

橋
本　
　

譲

渡
辺　

好
政

鳥
居　
　

滋

津　
　

山

倉　
　

敷

倉　
　

吉

岡
山
西
南

津　
　

山

倉　
　

敷

津　
　

山

倉　
　

敷

倉　
　

吉

岡
山
西
南

松
江
東

岡
山
南

倉　
　

敷

児　
　

島

岡
山
東

小
林　

和
義

小
橋　

幹
雄

黒
崎
健
一
郎

新
谷　

一
彦

藤
原　

賢
治

川
上　

昌
俊

藤
南　

一
朗

岡
山
西
南

岡
山
北
西

出　
　

雲

松
江
南

倉
吉
東

津　
　

山

倉　
　

敷

犬
飼　

泰
介

藤
田　

成
美

原　
　

弘
道

北
島　

清
秀

魚
谷　
　

純

日
笠　

晴
夫

木
下　

広
志

岡
山
備
南

岡
山
南

倉
敷
瀬
戸
内

大　
　

社

米
子
中
央

津　
　

山

倉　
　

敷

猪
木　

健
二

横
道　

宣
弘

岡
本
紀
久
雄

原
田
晴
一
郎

飯
塚　

詔
夫

佐
藤　
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岡
山
岡
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津
山
西
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島

玉　
　

島
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田

松　
　

江

米
子
東

倉
吉
中
央

倉　
　

吉

倉　
　

敷

津　
　

山

倉　
　

敷

平
川　

敬
介

佐
藤　

林
平

杉
浦　

弘
明

船
越　

清
輔

大
土
井
亮
輔

小
林　

清
彦

総　
　

社

笠
岡
東

出　
　

雲

米　
　

子

津　
　

山

倉　
　

敷

岩
本　

一
正

藤
井　

良
昭

佐
々
木
雅
秀

都
橋　

一
仁

苅
田　

裕
也

刀
禰
美
喜
男

尾
髙　
　

貢

小
林　

恭
一

田
中　

正
明

砂
田　
　

忠

油
谷　

博
文

櫻
井　

健
一

豊
島　

健
二

赤　
　

磐

井　
　

原

隠
岐
西
郷

智　
　

頭

津　
　

山

倉　
　

敷

美　
　

作

倉
敷
中
央

益
田
西

江　
　

津

鳥
取
西

津　
　

山

倉　
　

敷

岡
山
丸
の
内

牛　
　

窓

総
社
吉
備
路

大　
　

田

鳥
取
北

津　
　

山

倉　
　

敷

玉　
　

野

岡
山
後
楽
園

倉
敷
水
島

新　
　

見

松
江
東

米
子
南

津　
　

山

倉　
　

敷

地区世界社会
奉仕委員会

SC

C：議長
SC：副議長

C

隠岐西郷
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地区チーム研修セミナー

　２月19日（日）倉敷アイビースクエア・オパールの
間において、ご来賓の伊藤文利ガバナー、渡辺好政元Ｒ
Ｉ理事、延原正パスト・ガバナー、鳥居滋パスト・ガバ
ナー、小林完治直前ガバナー、森本信一ガバナー・ノミ
ニー、井戸垣澈男地区代表幹事、橋本譲次期地区研修リー
ダー、次期ガバナー補佐の皆様、脇利幸次々期地区代表
幹事、神﨑信輔次期新地区補助金小委員会副委員長をお
迎えし、地区チームのメンバーと共にＲＩ第2690地区
2012-2013年度「地区チーム研修セミナー」を開催し
ました。
　森田ガバナー・エレクトが国際協議会から戻られて最
初のお話ということで、皆様が注目する中、森田ガバ
ナー・エレクトは、ロータリーの組織を「車」に例えて
以下の通り述べられました。「一台の車がここ
にあるというふうに皆様ご想像してください。
車というのはもちろん色々な部品で成り立って
いるけれども、一番大切なのはエンジンとハン
ドルでございます。それが無ければ車はただの
鉄くずでございます。ですので無用の長物とい
う事に成ります。ここに本日お集まりの皆様は
2690地区の核心であります。それぞれが非常
に重要なパートを受け持って頂いてその方々が
がっちりと組みあって初めて実用化されたエン
ジンが出来上がるという事となります。その中
で私の立場というのはハンドルだと思っており
ます。ただ、エンジンとハンドルがあっても車
は動くものではありません。

　それを正しい方向に向けて前進をしていくそのハンド
ルを操作する人たちというのがこの2690地区にいらっ
しゃる会員の皆様方だろうと思っております。
　そういう一つの大きなチームでもってこの７月１日か
ら一年間を動かしていければ幸いと思っております。」
続いて田中作次ＲＩ会長エレクトの方針を解説頂き、第
2690地区の方針、テーマ「tsu　ku　su」について、キー
ワード「ロータリーの公共イメージと認知度の向上」を
主に、以下の通りご説明を頂きました。
①�全ての事業が「公共イメージと認知度の向上」につな

がっていく事を考えていきたい。
②�ロータリークラブ自体が何を行っているのか、どのよ

うな方向に進んでいるのかという事を一般の方々に認
知して頂くこと。

③�会の運営の省力化・簡素化を進め、スリムで非常にス
マートなロータリーにしていきたい。

④�今年の最大の目玉であります「ガバナーマンスリーレ
ター」の完全電子化を行う。それにより、いくらかの
余剰金が生まれ、それを「公共イメージ向上アワード」
の資金として使わせて頂く。

⑤�一般の方に認知して頂くためには、マスメディアへの
アプローチやソーシャルネットワークを利用していく
こと。

⑥�「公共イメージ向上アワード」(キラリ☆一番星アワー
ド ) をはじめロータリーの活動を地域へアピールする
ことにより最終的に会員増強につないでいきたい。

　さまざまなチャレンジをしていく強い決意の感じられ
るスピーチでありました。

書記　三牧 博史（倉敷 RC）
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地区夢計画合同セミナー

国際ロータリー第2690地区 地区目標（クラブ）
最重点 会員増強　各クラブ５％の増強を目標にする（2011.12現在　会員数3,104人）

重　
　
点

ＲＩ会長賞の取得 〈詳細は別冊マニュアルを参照〉
地区平和賞を目指す 〈詳細は別冊マニュアルを参照〉
ロータリー財団活動 年次寄付 440,000米ドル（140米ドル／人）

恒久基金の寄付　ベネファクター 70人（１クラブ１人）
大口寄付 １人（地区内）
「遺贈友の会」 １人（地区内）
100％ポール・ハリス・フェロー・クラブ １クラブ（地区内）

新地区補助金 全クラブからの申請書提出〈2010年度　実施35クラブ／67クラブ〉
（全クラブが20万円以上のプロジェクトへチャレンジしよう）

公共イメージと認知度の向上を推進する
ロータリーカード 取得比率　 40％（2011.11 現在34％）
ロータリー米山記念奨学会 普通寄付　会員１人当たり 年   5,000円

特別寄付　会員１人当たり 　 10,000円

　２月19日（日）倉敷アイビースクエアにおいて伊藤
文利ガバナー、鳥居滋地区ロータリー財団委員長、森田
昭一郎ガバナー・エレクト、小林健治新地区補助金小委
員会委員長を招き、次期会長、次期幹事、次期ロータリー
財団委員長出席の下、「地区夢計画合同セミナー」を開
催しました。
　前半は、鳥居滋地区ロータリー財団委員長から「未来
の夢計画がめざすもの」と題してご講話をいただきまし
た。
　「未来の夢計画」の目標である①プログラムと運営の
簡素化②グローバルな成果を期待③地元と海外の活動を

支援④ロータリー財団が自分たちのものである
という自覚を高めること⑤ロータリーの公共イ
メージの向上を、まずは再確認をした上で、旧
プログラムから移行した新しい補助金モデルの
新地区補助金（DG）グローバル補助金（GG）
について、それぞれ詳しくお話をしていただき
ました。難しい内容にも関わらず大変わかりや
すくお話をしてくださいました。
　後半の新地区補助金管理セミナーでは、小林
健治新地区補助金小委員会委員長より「2011-
2012年度新地区補助金プロジェクト実施結果」
の報告がなされ、続いて中村公彦次期新地区補
助金小委員会委員長より「2012-2013年度新

地区補助金プロジェクト申請手続き」そして「2012-2013
年度新地区補助金に関するスケジュール」についての説
明がありました。説明終了後には質疑応答が行われ、活
発な意見交換が行われていました。
　来年度の地区スローガンは「tsu　ku　su」であり、
キーワードは「ロータリーの公共イメージと認知度の向
上」です。目標として掲げる5% の会員増強につなげる
意味でも、この新地区補助金の活用が大変重要な要素で
あることを、ご出席した皆様も認識され理解を深められ
ていました。
� 出版委員会　原　浩之
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2012-2013年度　ガバナー公式訪問予定表
クラブ名 訪問予定日 方式

倉 吉 ７月３日（火） A
岡 山 ４日（水） A
岡 山 東 ５日（木） A
津 山 ６日（金） A
岡 山 西 ９日（月） A
岡 山 南 10日（火） A
井 原 11日（水） A
総 社 12日（木） A
児 島 17日（火） A
米 子 東 18日（水） A
米 子 中 央 19日（木） A
米 子 20日（金） A
出 雲 24日（火） A
松 江 25日（水） A
松 江 東 26日（木） A
岡 山 西 南 27日（金） A
岡 山 岡 南 31日（火） A
江 津 ８月１日（水） A
浜 田 ２日（木） A
益 田

３日（金）
A

益 田 西 A
松 江 南 ６日（月） A
松江しんじ湖 ７日（火） A
岡 山 北 21日（火） A
平 田

22日（水）
A

大 社 A
大 田 23日（木） A
出 雲 南 24日（金） A
鳥 取 中 央 27日（月） A
鳥 取 北 28日（火） A
玉 島 29日（水） A
鳥 取

30日（木）
A

鳥 取 西 B
笠 岡 東 ８月31日（金） A

クラブ名 訪問予定日 方式
笠 岡 ９月４日（火） A
智 頭

５日（水）
A

倉 吉 中 央 B
倉 吉 東 ６日（木） A
出 雲 中 央 10日（月） A
隠 岐 西 郷 11日（火） A
総 社 吉 備 路 18日（火） A
津 山 西

19日（水）
A

津 山 中 央 A
岡 山 後 楽 園 20日（木） A
玉 野 21日（金） A
牛 窓 24日（月） A
真 庭 25日（火） A
高 梁 26日（水） A
岡 山 中 央 28日（金） A
岡 山 北 西 10月１日（月） A
美 作 ２日（火） A
岡 山 城 ９日（火） A
岡 山 備 南 10日（水） A
新 見 11日（木） A
備 前 12日（金） A
米 子 南 15日（月） A
境 港 16日（火） A
岡 山 旭 川 17日（水） A
赤 磐 23日（火） A
岡 山 丸 の 内 24日（水） A
倉 敷 東

29日（月）
A

倉 敷 中 央 B
倉 敷 瀬 戸 内 30日（火） A
倉 敷 水 島 31日（水） A
倉 敷 南 11月２日（金） A
児 島 東 ５日（月） A
倉 敷 ８日（木） A

会長・幹事懇談会 クラブ例会

A 方式
11：00～12：00 12：30～13：30

10：00～11：00（合同２クラブの最初）

B 方式 17：00～18：00 18：30～19：30
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　 第1グループ
クラブ名 会　長 幹　事 事務所住所（TEL/FAX） 例会場（例会曜日） メールアドレス/HPアドレス

智 頭 福原　寛之 林  　 良 久 〒689-1441　八頭郡智頭町慶所25-3
0858-78-0551　0858-78-0551

鳥取銀行智頭支店
㈬ rc-chizu@rcc.sakura.ne.jp

倉 吉 八島　弘明 沖　　　礼 〒682-0886　倉吉市大正町1075-4　倉吉信用金庫うつぶき支店2F
0858-22-1154　0858-22-1150

倉吉信用金庫うつぶき支店
２F うつぶきホール　  ㈫ kurarc@fancy.ocn.ne.jp

倉吉中央 牧野　芳光 川本　謙次 〒682-0023　倉吉市山根543-7　倉吉シティホテル内
0858-26-8560　0858-26-8570

倉吉シティホテル
㈬ kchuourc@apionet.or.jp

倉 吉 東 河崎　一寿 小椋　和彦 〒682-0023　倉吉市山根543-7　倉吉シティホテル内
0858-26-6120　0858-26-6120

倉吉シティホテル
㈭

kurayoshi@east-rotary.jp
http://www.east-rotary.jp/

鳥 取 嶋田　耕一 小谷　文夫 〒680-0822　鳥取市今町2-112　アクティ鳥取ビル5Ｆ
0857-22-1010　0857-25-2393

ホテルニューオータニ
鳥取２F  ㈭

office@tottori-rc.gr.jp
http://www.tottori-rc.gr.jp/

鳥取中央 森下　和人 山根　秀之 〒680-0822　鳥取市今町2-112　アクティ鳥取ビル2F
0857-29-3210　0857-29-3257

ホテルニューオータニ
鳥取２F  ㈪

tori-crc@abeam.ocn.ne.jp
http://ameblo.jp/tcrc/

鳥 取 北 植田　哲朗 千金　周一 〒680-0846　鳥取市扇町22-1　山陰合同銀行鳥取駅南ビル内
0857-24-3536　0857-29-6741

ホテルモナーク鳥取
㈫

kitarc@infosakyu.ne.jp
http://www.infosakyu.ne.jp/kitarc/

鳥 取 西 葉狩　弘一 鍚木　卓朗 〒680-0822　鳥取市今町2-112　アクティ鳥取ビル2F
0857-22-4418　0857-22-4419

ホテルニューオータニ
鳥取２F  ㈮

info@twrc.jp
http://www.twrc.jp/

　 第2グループ
境 港 内田　幸二 森脇　尊昭 〒684-0033　境港市上道町3147

0859-44-7845　0859-44-7846
境港マリーナホテル

㈫
rcsakai@shirt.ocn.ne.jp
http://sakaiminato-rc.jp/

米 子 勝部不二夫 中本　高夫 〒683-0823　米子市加茂町2-204　米子商工会議所５F
0859-33-4601　0859-32-0695

米子全日空ホテル
㈮ yonago-r@dream.ocn.ne.jp

米子中央 吉田登志子 細谷洋一郎 〒683-0805　米子市西福原1-1-55　ホテルサンルート米子３F
0859-34-3032　0859-34-2203

ホテルサンルート米子
㈭

ycrc3032@fancy.ocn.ne.jp
http://www12.ocn.ne.jp/〜ycrc/

米 子 東 小谷　維夫 永島　清孝 〒683-0805　米子市西福原1-1-55　ホテルサンルート米子３F
0859-32-5531　0859-22-8507

ホテルサンルート米子
㈬

eastyrc@orange.ocn.ne.jp
http://www.yerc.jp/

米 子 南 金山　博眞 松浦　常明 〒683-0823　米子市加茂町2-204　米子商工会議所５F
0859-33-6393　0859-33-0077

米子全日空ホテル
㈪

info@yonagominami.com
http://yonagominami.com/

　 第3グループ
松 江 大谷　厚郎 新宮　靖人 〒690-0852　松江市千鳥町59　松江しんじ湖温泉組合会館２F

0852-21-6143　0852-31-8985
ホテル一畑

㈬
office@matsue-rotary.jp
http://www.matsue-rotary.jp/

松 江 東 矢田　和弘 佐藤　哲也 〒690-0003　松江市朝日町489　三洋苑Ⅰビル３F
0852-31-4550　0852-31-8550

ホテル一畑
㈭

matsue-east@nifty.com
http://www.matsue-e-rotary.org/

松 江 南 中 澤 　 強 福田　龍太 〒690-0003　松江市朝日町489　三洋苑Ⅰビル３F
0852-23-3845　0852-23-3857

松江東急イン２F
㈪ matsu-su@sepia.ocn.ne.jp

松江しんじ湖 陶山　秀樹 久保田　龍 〒690-0003　松江市朝日町489　三洋苑Ⅰビル３F
0852-28-8208　0852-28-8766

夕景湖畔すいてんかく
㈫

shinjiko@soleil.ocn.ne.jp
http://www.shinjiko-rotary.org/

隠岐西郷 忌部　正孝 浜 崎  　 晃 〒685-0013　隠岐郡隠岐の島町中町　隠岐の島町商工会内
08512-2-1157　08512-2-5984

隠岐の島町商工会
㈫ okirc@fancy.ocn.ne.jp

　 第4グループ
平 田 黒田　昌弘 釜屋　治男 〒691-0001　出雲市平田町2280-1　平田商工会議所２F

0853-63-3232　0853-63-5365
ホテルほり江

㈭
office@hirata-rotary.jp
http://hirata-rotary.jp/

出 雲 木佐　明宏 廣田　惠春 〒693-0011　出雲市大津町1131-1　出雲商工会館３F
0853-21-0605　0853-21-8353

ホテル武志山荘
㈫

izumorc@tx.miracle.ne.jp
http://www.izumo-rotary.jp/

出雲中央 山口　孝之 小林　敏行 〒693-0004　出雲市渡橋町831　出雲ロイヤルホテル内
0853-20-0990　0853-31-5181

出雲ロイヤルホテル
㈪

chuorc@white.plala.or.jp
http://www8.plala.or.jp/chuorc/

出 雲 南 森山　育子 林　　不動 〒693-0004　出雲市渡橋町831　出雲ロイヤルホテル内
0853-20-0373　0853-21-2888

出雲ロイヤルホテル
㈮

minamirc@white.plala.or.jp
http://izumosouth-rc.org/

大 社 手銭　盛隆 小川　美樹 〒699-0711　出雲市大社町杵築南1344　出雲商工会館２Ｆ
0853-53-4552　0853-53-3103

出雲商工会館３F
㈬

taisharc@dandan.gr.jp
http://www.dandan.gr.jp/〜taisharc/

2012-2013年度　クラブ会長・幹事 （事務所・例会場）
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　 第5グループ
クラブ名 会　長 幹　事 事務所住所（TEL/FAX） 例会場（例会曜日） メールアドレス/HPアドレス

江 津 山 藤 　  迪 二上　忠幸 〒695-0016　江津市嘉久志町2306-4　江津商工会議所内
0855-52-2268　0855-52-1369

パレス和光
㈬ ishida-kyomi@gotsucci.or.jp

浜 田 土田　好明 螺山　郁繁 〒697-0027　浜田市殿町124-2　浜田商工会議所４F
0855-22-9651　0855-22-9669

浜田ニューキャッスル
ホテル  ㈭ hamadarc@orion.ocn.ne.jp

益 田 矢冨　邦久 大 畑 　 実 〒698-0033　益田市元町12-7　益田商工会議所３F
0856-23-3392　0856-23-4069

益田商工会議所２F
㈮ rcmasuda@tx.miracle.ne.jp

益 田 西 藤原　博明 佐々木真孝 〒698-0033　益田市元町12-7　益田商工会議所３F
0856-23-3392　0856-23-4069

益田商工会議所２F
㈬

msd-wrc@circus.ocn.ne.jp
http://masudawest-rc.jp/

大 田 川上　眞次 波多野　諭 〒694-0064　大田市大田町大田イ76-6　プラザホテルさんべ内
0854-82-5121　0854-82-5121

プラザホテルさんべ
㈭ oda-rc@ginzan-tv.ne.jp

　 第6グループ
井 原 河合　恭廣 黒木　立志 〒715-0014　井原市七日市町13　井原商工会議所内

0866-62-0420　0866-62-0411
井笠地域地場産業振興
センター３Ｆ  ㈬

ibara_rc@mx3.tiki.ne.jp
http://ww3.tiki.ne.jp/〜ibara_rc/ 

笠 岡 西井　保行 藤井　邦登 〒714-0086　笠岡市五番町6-20　笠岡グランドホテル内
0865-63-5226　0865-63-5229

笠岡グランドホテル３F
㈫

kasa-rc@kcv.ne.jp
http://www.kcv.ne.jp/〜kasa-rc/

笠 岡 東 福嶋　啓祐 渕野　瑛木 〒714-0086　笠岡市五番町6-20　笠岡グランドホテル１F
0865-63-5455　0865-63-5446

笠岡グランドホテル３F
㈮

kasaokae@kcv.ne.jp
http://www.kcv.ne.jp/〜kasaokae/index.html

新 見 小林　柾弘 小林喜久雄 〒718-0003　新見市高尾360-5 　新見市労働福祉会館内
0867-72-4461　0867-72-4461

ホテルエイコー
㈭

niimi-rc2690@mx31.tiki.ne.jp
http://ww31.tiki.ne.jp/〜niimi-rc2690/

総 社 加藤　辰彦 櫻井　浩之 〒719-1131　総社市中央6丁目9-108　総社商工会館３F
0866-93-4144　0866-93-4121

サンロード吉備路
㈭ soja-rc@wit.ocn.ne.jp

総社吉備路 植木  　守 茅原　健次 〒719-1131　総社市中央6丁目9-110　エンスイビル２F　201号
0866-93-5115　0866-93-3132

サンロード吉備路
㈫

sojakibijirc@mx9.kct.ne.jp
http://www3.kct.ne.jp/〜sojakibijirc/

高 梁 梅田　恭正 矢田部　充 〒716-0023　高梁市鍛冶町153-3
0866-22-6524　0866-22-6970

高梁国際ホテル
㈬

t-rc@mx31.tiki.ne.jp
http://ww31.tiki.ne.jp/〜t-rc/

玉 島 中田　龍伍 小泉　育生 〒713-8122　倉敷市玉島中央町2-3-12　玉島商工会館内
086-522-6722　086-525-0020

国民宿舎良寛荘
㈬ tamashima-rc@mx1.tamatele.ne.jp

　 第7グループ
児 島 西原　清孝 太田　好宣 〒711-0921　倉敷市児島駅前1-102　マツヤビル２Ｆ

086-472-4419　086-472-4410
せとうち児島ホテル

㈫ kojimarc@beach.ocn.ne.jp

児 島 東 稲田　愼治 岡　　信光 〒711-0913　倉敷市児島味野2-2-90　瀬戸商工ビル５Ｆ
086-473-6112　086-474-6051

鷲羽ハイランドホテル
㈪

kojimaeastrc@vp.tiki.ne.jp
http://ww31.tiki.ne.jp/〜kojimaeastrc/

倉 敷 吉本　豪之 浅野　泰司 〒710-0824　倉敷市白楽町249-5　倉敷商工会館４Ｆ
086-427-5811　086-427-5858

倉敷国際ホテル
㈭

info@kurashiki-rc.com
http://www.kurashiki-rc.com/

倉敷中央 高山五三郎 西本　克寛 〒710-0046　倉敷市中央1丁目5-13　倉敷サクラステイＰＡＲＴⅡ２Ｆ
086-427-2055　086-427-2099

倉敷国際ホテル
㈪

kurashiki_chuorc@car.ocn.ne.jp
http://happytown.orahoo.com/kurasikicyuou/

倉 敷 東 武部　洋治 藤原　光啓 〒710-0824　倉敷市白楽町249-5　倉敷商工会館４Ｆ
086-427-5822　086-427-5858

倉敷アイビースクエア
㈪

ekurashikirc@mx9.tiki.ne.jp
http://www.ekurashiki-rc.com/

倉 敷 南 岡 　  清 一 横田　直樹 〒712-8001　倉敷市連島町西之浦4141
086-444-9906　086-444-2987

倉敷芸術科学大学
ヘルスピア倉敷  ㈮

rc@kurashiki-minami.gr.jp
http://www.kurashiki-minami.gr.jp/

倉敷水島 三宅　幸治 宮原　一夫 〒712-8001　倉敷市連島町西之浦4141
086-448-1772　086-444-2987

倉敷芸術科学大学
ヘルスピア倉敷  ㈬

rotary@h.do-up.com
http://www.mizushima-rotary.org/

倉敷瀬戸内 池上　仁海 吉田　衛生 〒710-0803　倉敷市中島267-1　小野ビル２Ｆ北
086-466-3959　086-466-3969

ホテル日航倉敷
㈫

setouchi-rc@mx3.tiki.ne.jp
http://www.ksrc.jp/

2012-2013年度　クラブ会長・幹事 （事務所・例会場）
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　 第8グループ
クラブ名 会　長 幹　事 事務所住所（TEL/FAX） 例会場（例会曜日） メールアドレス/HPアドレス

真 庭 前 原 　 進 手島　　靖 〒719-3201　真庭市久世2482-7
0867-42-5340　0867-42-5339

真庭ロータリー会館
㈫
maniwarc@mx32.tiki.ne.jp
http://www.maniwarotary.com

美 作 尾髙　康弘 小阪田泰彦 〒707-0004　美作市入田221-1　パティオ221内
0868-72-3725　0868-72-0247

竹亭
㈫
mimasaka-r@mx32.tiki.ne.jp
http://www.mimasakarotaryclub.com/

津 山 多胡　幸郎 長谷川隆嗣 〒708-0022　津山市山下30-9　津山商工会館内
0868-22-4513　0868-25-1306

津山国際ホテル
㈮
tsuyamarc@giga.ocn.ne.jp
http://www3.ocn.ne.jp/〜tsuyama/

津山中央 鈴木　浩三 野井　新造 〒708-0022　津山市山下30-9　津山商工会館内
0868-23-7150　0868-23-5785

津山国際ホテル
㈭ t-chuo@tvt.ne.jp

津 山 西 森　　宗柏 小椋　章光 〒708-0022　津山市山下30-9　津山商工会館内
0868-23-0707　0868-23-5785

津山国際ホテル
㈬
t-west@tvt.ne.jp
http://www.tvt.ne.jp/〜t-west/

　 第9グループ
赤 磐 川口　憲二 財前　勝美 〒701-2224　赤磐市西窪田533

0869-57-9150　0869-57-9151
赤坂レイクサイド ･
カントリークラブ  ㈫

akaiwarc@cronos.ocn.ne.jp
http://www17.ocn.ne.jp/〜akaiwarc/

備 前 役重　典之 槇本　敏行 〒705-0022　備前市東片上230　備前商工会議所内
0869-64-0485　0869-64-0485

備前焼伝統産業会館３Ｆ
㈮
info@bizen-rc.com
http://bizen-rc.com/

岡 山 河村　英紀 松岡　　徹 〒700-0827　岡山市北区平和町1-10　高塚ビル２Ｆ
086-233-7300　086-225-5300

ホテルグランヴィア岡山
㈬ owj-rc@po.harenet.ne.jp

岡 山 東 西下　裕平 佐々木　篤 〒700-0902　岡山市北区錦町1-8　岡山県木材会館４Ｆ
086-222-9590　086-224-4288

岡山プラザホテル
㈭
oke@6rc.jp
http://www.okayama-higashi-rc.jp/

岡山北西 西山隆三郎 相原　利行 〒700-0902　岡山市北区錦町1-8　岡山県木材会館４Ｆ
086-222-9590　086-224-4288

ホテルグランヴィア岡山
㈪
hokusei@6rc.jp
http://okayama-hokusei-rc.jp/

岡山後楽園 畠瀬　真治 小野　　剛 〒700-0821　岡山市北区中山下1-5-27　スカイパーキング
086-233-3733　086-231-9580

アークホテル岡山
㈭ 3rc@po.harenet.ne.jp

　 第10グループ
岡山旭川 飛田　晴康 國本　卓明 〒700-0904　岡山市北区柳町2-11-20　ダイトクビル３Ｆ

086-801-0080　086-221-5353
アークホテル岡山

㈬ o-asahigawa.rc@dune.ocn.ne.jp

岡山中央 浅田祐次郎 甲斐　志郎 〒700-0821　岡山市北区中山下1-5-27　スカイパーキング
086-233-3733　086-231-9580

ホテルグランヴィア岡山
㈮ 3rc@po.harenet.ne.jp

岡 山 北 米 林 　 真 双田　　直 〒700-0902　岡山市北区錦町1-8　岡山県木材会館４Ｆ
086-222-9590　086-224-4288

ホテルグランヴィア岡山
㈫
okayamakita@6rc.jp
http://okayama-kita-rc.jp/

岡 山 南 今 井 　 健 延原　正浩 〒700-0821　岡山市北区中山下1-5-27　スカイパーキング
086-233-3733　086-231-9580

岡山全日空ホテル
㈫ 3rc@po.harenet.ne.jp

玉 野 渡邉　正俊 上原　健嗣 〒706-0011　玉野市宇野1-11-1
0863-33-2228　0863-33-2225

瀬戸大橋カントリー
クラブ  ㈮

tamanorc@tamano.or.jp
http://www.tamano.or.jp/rotary/

牛 窓 藤井　雅司 阿部　公明 〒701-4302　瀬戸内市牛窓町牛窓3933番地　永楽会館内
0869-34-2010　0869-34-2010

永楽会館
㈪ ushimado_rc@mx22.tiki.ne.jp

　 第11グループ
岡山備南 笛木　久雄 髙戸　賢一 〒700-0975　岡山市北区今8-14-28　合同ビル２Ｆ

086-245-3318　086-245-3080
メルパルク岡山

㈬ binan-rc@mx91.tiki.ne.jp

岡 山 城 小原　清忠 八杉　和哉 〒700-0827　岡山市北区平和町1-10　高塚ビル２Ｆ
086-233-7300　086-225-5300

リーセントカルチャー
ホテル  ㈫

owj-rc@po.harenet.ne.jp
http://www.ctico.net/ojrc/

岡山岡南 三宅　雅宣 太田　哲生 〒700-0902　岡山市北区錦町1-8　岡山県木材会館４Ｆ
086-222-9590　086-224-4288

アークホテル岡山
㈫ kohnan@6rc.jp

岡山丸の内 古川　武志 延原　寛紀 〒700-0902　岡山市北区錦町1-8　岡山県木材会館４Ｆ
086-222-9590　086-224-4288

岡山全日空ホテル
㈬
marunouchi@6rc.jp
http://www.bird.or.jp/omrc/

岡 山 西 坂 元 　 徹 蜂谷　泰祐 〒700-0827　岡山市北区平和町1-10　高塚ビル２Ｆ
086-233-7300　086-225-5300

岡山全日空ホテル
㈪ owj-rc@po.harenet.ne.jp

岡山西南 油谷　直幸 村上　伯夫 〒700-0902　岡山市北区錦町1-8　岡山県木材会館４Ｆ
086-222-9590　086-224-4288

アークホテル岡山
㈮
office@okayama-sw-rc.jp
http://www.okayama-sw-rc.jp/

2012-2013年度　クラブ会長・幹事 （事務所・例会場）
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ロータリー特別月間・週間及び行事予定

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業
の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2
万3千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。
閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の
出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービス
も承ります。また、一部資料はホームページでＰＤＦ
もご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を
備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご
紹介を致します。

　  　ロータリー文庫の資料より ⑴　  　
◎「ロータリー広報の王道−組織の構造疲労に就いて」佐藤千壽
　名古屋港・東海・名古屋西南 R.C. 1997 25p（ロータリーのこころ）
◎「ロータリーの今日的意義と将来」深川純一　広島西 R.C.　2001
　20p　（ロータリー卓話四題）
◎「ロータリーはどこに行くのか」久野 薫　神戸東 R.C.　2006
　2p　（ロータリーを語ろう）
◎「ニコニコ箱は何かを語っているか」久野 薫　神戸東 R.C.　2006
　2p　（ロータリーを語ろう）
◎「会員増強は永遠の課題…ヒントは此処に」　D.2570　2011　3p
　（会員増強セミナー資料）
◎「国際ロータリー第70区第八年次大会（1936年・神戸）の記録から」
　浅田光二　米山梅吉記念館　2012　3p（館報 Vol.19）
◎「米山先生と和田家のこと」神崎正陳　米山梅吉記念館　2012
　5p（館報 Vol.19）

［上記申込先：ロータリー文庫］
◎「ロータリー財団ハンドブック　改訂版」片岡暎子監修　2012　97p

［申込先：川尻政輝　FAX(03)6431-9764］

ロータリー文庫
〒105-0011　東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　休館＝土・日・祝祭日

文 庫 通 信（297号）

ロ
ー
タ
リ
ー
特
別
月
間
と
週
間

月 行　事　名
８月 会員増強および拡大月間
９月 新世代のための月間
10月 職業奉仕月間・米山月間

11月 ロータリー財団月間
世界インターアクト週間（11月5日を含む1週間）

12月 家族月間

１月 ロータリー理解推進月間
追悼記念週間（1月27日を含む1週間）

２月 世界理解月間
世界理解と平和週間（2月23日～3月1日）

３月 識字率向上月間
世界ローターアクト週間（3月13日を含む1週間）

４月 雑誌月間
６月 ロータリー親睦活動月間

Ｒ
Ｉ
２
６
９
０
地
区
行
事
予
定
（
上
半
期
）

月 日（曜日） 行　事　名 会　場

７月

  1日（日）
ガバナー事務所開所 倉敷商工館３階
ガバナー（Ｇ）・元Ｇ・次期Ｇ懇談会

グランドプリンスホテル高輪第１回ガバナー会議
ロータリーの友地区委員合同会議

  2日（月） 財団地域セミナー
  7日（土） 第１回諮問委員会 倉敷国際ホテル
  8日（日） 第１回インターアクト委員会・委員長会議 倉敷国際ホテル

28日（土）～29日（日） インターアクト地区大会 倉吉シティホテル
８月   4日（土） 雑誌・広報委員長会議 倉敷アイビースクエア　

25日（土） 第１回青少年交換委員会 倉敷国際ホテル
９月   1日（土） 会員増強・Ｒ財団合同セミナー 倉敷アイビースクエア第１回ガバナー補佐会

10月

14日（日） 地区大会記念テニス大会 岡山県総合グランド南テニスコート

地
区
大
会

26日（金） 地区大会記念懇親チャリティゴルフ大会 倉敷カントリー倶楽部

27日（土）～28日（日）

第２回諮問委員会
倉敷アイビースクエア
大原美術館
倉敷市民会館

第２回ガバナー補佐会
地区指導者育成セミナー
ＲＩ会長代理歓迎晩餐会
本会議

12月 16日（日） 第３回諮問委員会
ガバナー・エレクト壮行会

創
立
周
年
記
念

クラブ名 周年 創立年月 参考（周年行事予定日）

米　　子 60周年 1952年７月 2012年９月２日（日）

松　　江 60周年 1952年９月 2012年９月23日（日）

井　　原 45周年 1967年11月 2012年伊藤年度終了

米 子 東 45周年 1968年４月 ＜中止＞

玉　　野 45周年 1968年５月 ＜中止＞

高　　梁 40周年 1973年５月 2012年11月18日（日）

児 島 東 40周年 1973年10月 2012年11月11日（日）

真　　庭 30周年 1983年５月 2013年３月24日（日）

牛　　窓 25周年 1988年４月 ＜中止＞

米子中央 20周年 1993年４月 2013年４月25日（木）

倉敷中央 10周年 2003年５月 ＜中止＞
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ガバナー事務所 案内 ガバナー・エレクト事務所 案内
●所 在 地　〒710-0824
　　　　　　倉敷市白楽町249-5　倉敷商工会館3F
●連 絡 先　TEL 086-421-2690　FAX 086-421-2691
　　　　　　E-mail: info@rid2690.gr.jp
●執務時間　10時～16時（土・日・祝日はお休み）

ガ バ ナ ー　森 田 昭一郎
地区代表幹事　井 上　峰 一

●所 在 地　〒708-0022　岡山県津山市山下98番地1
　　　　　　財団法人 津山社会教育文化財団内
●連 絡 先　TEL 0868-35-2307　FAX 0868-35-2308
　　　　　　E-mail: info@rid2690.jp
　　　　　　HP: http://www.rid2690.jp/
●執務時間　9時30分～16時30分（土・日・祝日はお休み）

ガバナー・エレクト　森 本　信 一
次期地区代表幹事　脇 　　利 幸至倉敷ＩＣ

至早島ＩＣ
倉敷商工会館

国道2号線
デオデオ● ●ゆめタウン

岡山→←広島・福山

●
成人病
センター

● ●
ロイヤルホスト

● 大原美術館

中央図書館●
倉敷市立美術館●　●

第一病院

岡大農研
         ●中国銀行

倉敷支店

小町トンネル

●

●ニトリ

水
島
↓

水
島
↓

↑
総
社

倉敷中央病院●

● 市民会館●

倉敷商業
高等学校

倉敷アイビースクエア●

倉敷国際ホテル

●アリオ倉敷
三井アウトレットパーク倉敷

第2690地区ホームページのご案内
URL http://www.rid2690.gr.jp

7月1日から当地区のホームページを立ち上げました。
皆様からのアクセスをお待ちしております。
当地区のホームページにご意見などをお寄せください。
E-mail : info@rid2690.gr.jp

報告・送金等の主要事務（前期）2012年7月〜12月

＜主な変更点等＞
※1　新世代活動がＲＩの重点施策になり名称変更に伴い、地区資金の名称も変更
※2　従来のガバナー月信購読料1,800円／年は、冊子の印刷送付を止めインターネットでの配信となります。
　  　従って、ガバナー月信制作費1,000円／年とキラリ☆一番星アワード創設資金800円／年の予定です。
※3　地区大会分担金については、半期分ではなく、一年分を一括でお願いします。（継続）
※4　会員数は、2012年7月1日現在のクラブ会員数でお願いします。（継続）

事　　　項 金額、等 期日 報告書等提出先 送金先

Ｒ
Ｉ
関
係 

・ 

そ
の
他

①半期報告

（前期）
2012年
7月1日

（後期）
2013年
1月1日

ＲＩ日本事務局
（写）ガバナー事務所

②ＲＩへの人頭分担金 26ドル／人・半年
三井住友銀行新宿通支店
普通預金 6733244
国際ロータリー日本事務局

③規定審議会特別分担金 1ドル／人・年　

④ロータリアン誌購読料 12ドル／人・半年

⑤公益財団法人ロータリー米山記念奨学会への
　普通寄付 クラブで定めた金額 公益財団法人ロータリー

米山記念奨学会
三井住友銀行京橋支店
普通預金 0920373
㈶ロータリー米山記念奨学会

⑥「ロータリーの友」購読料 1,260円／人・半年 「ロータリーの友」事務所 請求書に記載された金融
機関の口座

⑦入会者、退会者の変更事項 都度 ＲＩ日本事務局
（写）ガバナー事務所

地
区
関
係

①地区資金 5,750円／人・半年

（前期）
2012年
7月1日

（後期）
2013年
1月1日

森田ガバナー事務所
（送金内訳明細書を使用）

　 地区資金：
　 中途入会者は
　 翌月から起算して
　 月額959円

中国銀行倉敷支店
普通 2112384
RID2690
森田昭一郎
　ガバナー事務所
会計長　虫明優
（むしあけまさる）

②日本ロータリー連絡委員会分担金 250円／人・半年
③国際青少年交換委員会 800円／人・半年
④新世代奉仕資金（※1） 1,000円／人・半年
⑤世界社会奉仕資金 500円／人・半年
⑥ガバナー月信制作費（※2） 500円／人・半年
⑦地区大会分担金（※3） 5,000円／人・年　
⑧規定審議会出席積立金 50円／人・半年
⑨地区Ｒ財団事務所資金 650円／人・半年
⑩キラリ☆一番星アワード資金（※2） 400円／人・半年
⑪出席報告 翌月15日
⑫月度報告 翌月10日

⑬例会場、例会日、事務所移転等の変更事項 都度 森田ガバナー事務所
「ロータリーの友」事務所



表紙説明　大原美術館
　大原美術館は、西洋の優れた美術作品を日本へと紹介したいという画家児
島虎次郎（1881－1929）の願いを、実業家の大原孫三郎（1880－1943）が受け
入れることで、その礎が築かれました。
　孫三郎は、倉敷紡績、倉敷絹織（現在のクラレ）などを経営するとともに、実業
家として得た利益を、倉敷中央病院やいくつもの研究所などの非営利で公益
性の高い事業へと還元する活動を行いました。また人材育成にも意を注ぎ独自

の奨学生事業を行いますが、虎次郎は東京美術学校入学時よりその支援を受
け、さらに西欧留学を果たすなど大きな恩恵を受けます。
　滞欧を通じて、児島はほんものの作品を日本へと招来し公開する活動の重要
性に気づき、またそうした活動が孫三郎による社会貢献事業への一助となること
を確信します。その提案を受けて収集されたコレクションを常設公開する施設とし
て大原美術館が1930 年に開館するのです。

国際ロータリー第2690地区  2012-2013年度　ガバナー 国際ロータリー第2690地区
2012-2013年度地区 テーマ

「 tsu  ku  su 」

ホームページよりPDFをダウンロードできます http://www.rid2690.gr.jp/

〒710-0824  岡山県倉敷市白楽町249-5  倉敷商工会館3F
TEL 086-421-2690　FAX 086-421-2691
E-mail:info@rid2690.gr.jp

地区大会 2012年10月26日（金）～28日（日）
2012-2013年度　国際ロータリー第2690地区

2012年10月28日（日）

2012年10月26日(金)
　記念懇親チャリティーゴルフ大会
2012年10月27日(土)
　第２回ガバナー補佐会　第２回諮問委員会
　地区大会委員会　地区指導者育成セミナー
　ガバナー補佐・会長・幹事会
　RI会長代理歓迎晩餐会
2012年10月28日(日) 
　本会議　記念講演　懇親会

記念懇親チャリティーゴルフ大会
　 …………………… 倉敷カントリー倶楽部
第２回ガバナー補佐会
　 …………………… 倉敷アイビースクエア
第２回諮問委員会 … 倉敷アイビースクエア
地区大会委員会 …… 倉敷アイビースクエア
地区指導者育成セミナー
　 …………………… 倉敷アイビースクエア
ガバナー補佐・会長・幹事会
　 …………………… 倉敷アイビースクエア
RI会長代理歓迎晩餐会 ………… 大原美術館
本会議 記念講演……………… 倉敷市民会館
懇親会 ……………… 倉敷アイビースクエア

講師  片岡 鶴太郎 氏　　演題「流れのままに」
記 念 講 演

開　催　会　場

つ く す

－家庭人として  社会人として  日本人として－

大原美術館

倉敷市民会館

美観地区夜景

倉敷カントリー倶楽部


